
■�

１
万
５
千
円
ほ
ど
お
得
な
制
度

　
「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
毎

月
納
付
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
２
年
間
で

１
万
５
千
円
程
度
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
口

座
振
替
だ
け
で
な
く
、
現
金
お
よ
び
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

■
令
和
７
年
度
の
前
納
割
引
額

　
令
和
７
年
度
に
前
納
制
度
を
利
用
し
た
場

合
、
次
の
と
お
り
割
引
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
口
座
振
替
の
場
合

・
２
年
前
納

　
１
万
６
５
９
０
円
割
引

　
（
納
付
額
39
万
７
２
９
０
円
）

・
１
年
前
納

　
４
２
７
０
円
割
引

　
（
納
付
額
19
万
９
４
９
０
円
）

・
６
カ
月
前
納

　
１
１
６
０
円
割
引

　
（
納
付
額
10
万
７
２
０
円
）

●
現
金
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
の
場
合

・
２
年
前
納

　
１
万
５
２
９
０
円
割
引

　
（
納
付
額
39
万
８
５
９
０
円
）

・
１
年
前
納

　
３
６
２
０
円
割
引

　
（
納
付
額
20
万
１
４
０
円
）

・
６
カ
月
前
納

　
８
３
０
円
割
引

　
（
納
付
額
10
万
１
０
５
０
円
）

■
前
納
手
続
き
に
つ
い
て

　
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
金
事

務
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
期
限
は
２
月
末
で
す
。

※
２
年
後
も
現
金
納
付
で
前
納
希
望
の
場
合

　
は
再
度
申
出
書
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
４
）

町からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
お
得
な
前
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
収
入
が
な
く
て
も

申
告
が
必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
に
よ
っ
て
国
民

健
康
保
険
税
の
金
額
や
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
な
ど
を
算
出
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
前
年
中
（
１

月
～
12
月
）
の
収
入
が
な
い
人
や
収
入
が
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み
の
人
も
、
必
ず
申

告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
申
告
を
し
な
い
と
国
保
税
の
軽
減
な
ど

　
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
所
得
額
が
一
定
以

下
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
申
告
を
し

な
い
と
こ
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
判
定

も
、
所
得
額
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
、

収
入
が
な
く
て
も
申
告
を
し
な
い
と
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
確
定
申
告

　
に
使
用
で
き
ま
す

　
町
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
送
付
し
て
い
る
「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の
手
続

き
で
医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。

　

医
療
費
控
除
の
計
算
は
、「
お
知
ら
せ
」

の
「
患
者
負
担
額
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自

己
負
担
相
当
額
を
基
に
行
い
ま
す
。「
お
知

ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

場
合
や
、
実
際
に
負
担
し
た
額
が
異
な
る
場

合
は
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
自
身

で
作
成
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
11
～
12
月
診
療
分
の
「
お
知
ら
せ
」
は
５

月
に
配
布
し
ま
す
。
２
月
中
旬
か
ら
始
ま
る

確
定
申
告
で
は
、
11
～
12
月
診
療
分
の
領
収

証
が
必
要
で
す
の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
注
意
点
な

　
ど
は
、
国
税
庁
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　
覧
に
な
る
か
、
熊
本
東
税
務
署
ま
た
は
町

　
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
間
内
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
の
申
告
受
付
期
間
は
２
月
14
日

（
金
）
か
ら
３
月
14
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

期
間
内
に
申
告
す
る
こ
と
が
国
民
健
康
保
険

の
適
正
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）
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I n f o r m a t i o n

「
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行

障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
合
理
的
配
慮
」
が
義
務
化

　
令
和
６
年
４
月
１
日
に
「
改
正
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、
事
業
者
※

に
よ
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
合
理
的
配

慮
の
提
供
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
個
人
事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
す
る
団
体
な
ど
も
含
み
ま
す
。
障
が
い

　
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
認
め

　
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指

　

し
て
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁

　

止
」「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
掲
げ

　
て
い
ま
す
。

■�

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は

　
行
政
機
関
な
ど
や
事
業
者
が
事
務
・
事
業

を
行
う
際
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
社
会

の
中
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
何
か
し

ら
の
対
応
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■�

合
理
的
配
慮
に
は
「
建
設
的
対
話
」
が

必
要
で
す　

　
申
し
出
へ
の
対
応
が
難
し
い
場
合
で
も
、

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
な
ど
の
双
方
が

持
っ
て
い
る
情
報
や
意
見
を
伝
え
合
い
、「
建

設
的
対
話
」
に
努
め
る
こ
と
で
、
目
的
に
応

じ
て
代
わ
り
の
手
段
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
対
応
の
例

　
筆
談
、
読
み
上
げ
、
代
筆
、
介
助
、
席
の

　
配
慮
な
ど

■
県
の
出
前
講
座
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
　

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
概
要
や
、
障

が
い
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
、
ど
ん

な
接
し
方
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
が
差
別
に
あ
た
る
の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
を
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
県
障
が
い
者
支
援
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
６

　
県
障
が
い
者
支
援
課（
特
定
相
談
専
用
電
話
）

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
４

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
５
）

■�

健
診
を
受
け
て
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
妊
娠
届
出
時
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
、
妊
婦
健
康
診
査
や
妊
婦
歯
科
健

康
診
査
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
健

康
診
査
は
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
健
康

を
守
る
大
切
な
機
会
で
す
。
医
師
と
相
談
し
、

適
切
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
妊
婦
健
康
診
査
は
、
産
科
な
ど
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
妊
娠
届
出
時
に
14
回
分

の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
県
外
の
医
療
機
関
や
助
産
所
で
妊
婦

健
康
診
査
を
受
診
す
る
人
は
、
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
町
内
歯
科
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
妊
娠
中

は
、
つ
わ
り
に
よ
っ
て
口
腔
内
の
衛
生
状
態

が
悪
化
し
た
り
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
に
よ
っ
て
む
し
歯
や
歯
周
病
が
進
行
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
歯
周
病
が
あ

る
と
早
産
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

　
妊
娠
届
出
時
に
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診

券
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で

予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
の

使
用
期
限
は
妊
娠
28
週
未
満
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
使
用
期
限
内
に
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
町
内
歯
科
医
療
機
関
連
絡
先

・
清
村
歯
科
医
院

　
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
７
７
３

・
さ
と
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
０
９
６
‐
２
３
５
‐
１
１
１
８

・
り
ん
ご
歯
科
な
る
せ

　
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
２

※
町
が
発
行
し
た
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
・

　
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診
券
は
、
甲
佐
町

　
に
住
民
票
が
あ
る
妊
婦
の
人
が
使
用
で
き

　
ま
す
。
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
場
合

　
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
転
出
先
の
市
町
村

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
健
康
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

妊
婦
健
康
診
査
・
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
て

安
心
・
安
全
な
出
産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
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お
知
ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

お

知

ら

せ

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
３
月
１

日
（
土
）
～
７
日
（
金
）
の
期
間
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る

み
で
火
の
用
心
を
心
が
け
、
火
災
が
起
き

な
い
よ
う
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

▼
防
火
標
語

　
『
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』

▼
住
宅
防
火
10
の
ポ
イ
ン
ト

●
４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の   

   

を
置
か
な
い

・
こ
ん
ろ
を
使
う
時
は
火
の
そ
ば
を
離
れ 

   

な
い

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

   
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

●
６
つ
の
対
策

・
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
ス
ト
ー
ブ

   

や
こ
ん
ろ
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

   

を
使
用
す
る

・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
住
宅
用
火

   

災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年

   

を
目
安
に
交
換
す
る

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

   

整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー

   

テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

   

消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し

   

て
お
く

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
避

   

難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
備

   

え
て
お
く

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

   

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対

   

策
を
行
う

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

　
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
9
５
２
円

　
（
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
）

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

　
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

　
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
９
９
６
円

　
（
令
和
６
年
12
月
15
日
か
ら
）

②
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

　
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
1
０
１
９
円

　
（
令
和
６
年
12
月
15
日
か
ら
）

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
９
５
２
円

　
（
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
）

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
は
適
用

　
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

　
熊
本
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
‐
２
０
６
‐
９
８
２
９

　
甲
佐
町
消
防
団
で
は
、
年
々
減
少
す
る

消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
、
地
域
の
防
災

活
動
や
、
消
防
団
の
広
報
活
動
な
ど
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
で
、
災
害
時
な
ど
の
活

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

最

低

賃

金

！

女

性

消

防

団

員

を

募

集

し

ま

す
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動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
消
防
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
お
も
な
活
動

●
広
報
・
啓
発
活
動

・
防
火
啓
発
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加

・
独
居
老
人
宅
へ
防
火
の
呼
び
か
け

・
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加

●
訓
練

・
救
命
講
習
の
参
加

・
出
初
式
の
参
加

●
出
動

・
火
災
や
災
害
時
な
ど
の
後
方
支
援

▼
処
遇
に
つ
い
て

・
団
員
報
酬

　
条
例
に
基
づ
き
報
酬
を
支
給
し
ま
す
。

・
退
職
報
奨
金

　
一
定
期
間
以
上
勤
務
し
た
団
員
に
は
退

　
団
時
に
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
公
務
災
害
補
償

　
活
動
中
に
負
傷
、
疾
病
に
か
か
っ
た
場

　
合
、
公
務
災
害
補
償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
被
服
の
貸
与

・
活
動
に
必
要
な
活
動
服
を
無
償
で
貸
与

　
し
ま
す
。

・
消
防
団
員
福
祉
共
済

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
で
負
傷
、
疾
病
で

　
入
院
し
た
際
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

くらしの情報

町税などの滞納処分（12月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 0 件

差 し 押 さ え 件 数 5 件

公 売 回 数 0回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 1,746,408円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
12月 年累計

人 身 事 故 ２ 9

物 損 事 故 20 203

盗 難 な ど 0 ８

12月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ 0

原 野 14 ＋３

そ の 他 14 ＋2

合 計 件 数 31 ＋5
1月15日現在

fire prevention

持ち込み手数料の料金改定表

令和７年４月からクリーンセンターへのごみ持ち込み料金などが変わります

改定前 改定後

時期 令和７年３月31日まで 令和７年４月１日から

金額
10キログラムあたり

１００円
10キログラムあたり

１５０円

【お問い合わせ先】
町環境衛生課　　　　　　　☎０９６－２３４－１１６９
御船町甲佐町衛生施設組合　☎０９６－２８２－０６８８

　令和７年４月１日から御船甲佐クリーンセンター（ごみ処理施設）にごみを搬入する際
の手数料を10キログラム当たり１５０円に改定します。今回の改定は、昨今の物価上昇
等を踏まえて増額するものです。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
※事業所が排出するごみ（事業系一般廃棄物）の処分にかかる手数料も同様に改定します。

①住民または事業所が、ごみを御船甲佐ク
リーンセンターへ直接持ち込んだ際に徴収
する料金
②事業所が収集運搬業者に委託して、御船
甲佐クリーンセンターで処分する際の料金
※②の料金は、御船甲佐クリーンセンター
が収集運搬業者に請求しています。

改定する料金の対象
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お
知
ら
せ

上
益
城
５
町
消
費
生
活

相

談

員

を

募

集

　　
上
益
城
５
町
（
甲
佐
町
、
益
城
町
、
御

船
町
、
嘉
島
町
、
山
都
町
）
で
は
、
連
携

事
業
と
し
て
消
費
生
活
相
談
室
を
設
置
し

て
お
り
、
上
益
城
郡
５
町
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
消
費
生
活
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
消
費
生
活
相
談
員
を

新
た
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
考
方
法
な

ど
の
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
任
用
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）（
ま
た
は

任
用
の
日
）～
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

※
勤
務
状
況
に
よ
り
任
用
更
新
あ
り

▼
主
な
業
務
内
容

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
対
応
、

   

あ
っ
せ
ん
業
務

・
消
費
者
教
育
お
よ
び
啓
発
業
務

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と

▼
勤
務
日
数
お
よ
び
勤
務
時
間

・
週
２
～
３
日
勤
務
シ
フ
ト
制

   （
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
、

   

年
末
年
始
を
除
く
）

・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後

　
１
時
は
休
憩
時
間
）

▼
勤
務
場
所

   

曜
日
に
よ
っ
て
勤
務
地
が
異
な
り
ま 

す
。

・
月
曜
日
：
益
城
町
役
場

・
火
曜
日
：
御
船
町
役
場

・
水
曜
日
：
嘉
島
町
役
場

・
木
曜
日
：
甲
佐
町
老
人
憩
い
の
家

・
金
曜
日
：
山
都
町
役
場

▼
応
募
資
格

　
次
の
①
～
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
人

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
、
ま

　
た
は
次
の
資
格
試
験
を
受
験
す
る
意
欲

　
の
あ
る
人

・
消
費
生
活
相
談
員
（
国
家
資
格
）

・
消
費
生
活
専
門
相
談
員
（
独
立
行
政

   

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
認
定
）

・
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
一
般
財
団

   
法
人
日
本
産
業
協
会
認
定
）

・
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
一
般
財

   

団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
認
定
）

②
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な
人

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
に
該
当

   

し
な
い
人

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い

　
る
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働

条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
無
料
で
支
援
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
益

委
員
・
労
働
者
委
員
・
使
用
者
委
員
の
3

名
の
あ
っ
せ
ん
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　
正
社
員
か
否
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
労
働

者
・
事
業
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請
で

き
ま
す
。
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
３
3
‐
２
７
５
３

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
「
女
性
に
な

ら
話
せ
そ
う
」「
女
性
な
ら
わ
か
っ
て
も

ら
え
そ
う
」
と
い
っ
た
女
性
の
皆
さ
ま
の

た
め
に
女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
続
の

手
続
き
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
遺
言
書
を

残
し
た
い
、
借
金
で
悩
ん
で
い
る
、
夫
婦

や
親
子
関
係
で
の
お
悩
み
な
ど
、
女
性
司

法
書
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
相
談
対
象
者

　
女
性

▼
日
時

　
３
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
方
法

・
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

・
面
談
相
談
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

▼
会
場
（
面
談
会
場
）

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
‐
３
４
）

▼
相
談
料

　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
８
９

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
シ
ニ

ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
「
熊
本
さ

わ
や
か
大
学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月

▼
開
催
日
時
・
場
所

●
熊
本
校

　
毎
週
木
曜
日　
午
後
１
時
30
分

　
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３
‐
７
）

●
八
代
校

　
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
30
分

　
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

　
（
八
代
市
新
町
５
‐
２
０
）

▼
募
集
人
員

　
熊
本
校
…

100
人　
八
代
校
…
50
人

▼
入
学
資
格

　
県
内
在
住
で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
時

　
点
で
50
歳
以
上
の
人

くらしの情報

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
受
講
生

募

集

の

お

知

ら

せ

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

「
あ
っ
せ
ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士

無
料
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ
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▼
受
講
料

　
入
学
金
５
０
０
０
円
、
受
講
料
１
万
８

　
０
０
０
円
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

▼
申
し
込
み
方
法

　
町
福
祉
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る
入
学
申

　
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道

路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
は
、

点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す

る
な
ど
の
措
置
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

　
「
闇
バ
イ
ト
」
が
絡
む
「
電
話
で
『
お

金
』
詐
欺
」
や
強
盗
、
Ｓ
Ǹ
Ｓ
を
通
し
て

投
資
へ
の
関
心
や
恋
愛
感
情
に
つ
け
込
み
、

お
金
を
だ
ま
し
取
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
な
ど
、
サ
イ
バ
ー
関
連

の
事
件
が
多
発
し
て
お
り
、
だ
ま
し
の
手

口
は
常
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
や
し
い
情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
り
、

ネ
ッ
ト
詐
欺
に
遭
っ
た
り
せ
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
安
心
に
使

い
こ
な
す
た
め
に
、
最
新
の
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
や

職
場
な
ど
で
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
進
学
や
就
職
で
、
引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
が
増
え
る
時
期
で
す
。
荷

物
の
取
扱
い
方
や
追
加
料
金
の
発
生
で
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
作
業

方
法
や
補
償
内
容
に
関
し
て
約
款
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

複
数
社
か
ら
見
積
り
を
と
り
、
納
得
し
た

う
え
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
際
は
、

甲
佐
町
消
費
生
活
相
談
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くらしの情報

「田んぼダム」とは、田んぼに降った雨水を一時的に貯め、時間をかけてゆっくりと排水する取組
みです。「田んぼダム」は、田んぼから流れ出す水の量を緩やかにする効果があり、降雨時の浸水
リスク等の被害軽減が期待できます。さらに、「田んぼダム」に取り組んでも農作物の生育や収量
等へ特段の影響がないことも分かりました。
また、多面的機能支払交付金等を活用して、「田んぼダム」専用せき板※1、専用排水桝※2を購

入することなどができます。人吉・球磨地域では、令和5年度末時点で既に617ha（東京ドーム約
135個分）の田んぼで取組みを実施しています。
「田んぼダム」は地域全体のより多くの田んぼで取り組むことで、災害リスクに対するより大きな
効果を発揮します。みなさんの地域を田んぼで守るため、ぜひ「田んぼダム」に取り組みましょう。

「「田田んんぼぼダダムム」」にに取取りり組組みみままししょょうう！！！！

■お問い合わせ先
町農政課 ☎０９６－２３４－１１７６

田田んんぼぼダダムムのの仕仕組組みみ

★もっと知りたい方は

QRコードから！！

※※11

※※22
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